
５．生活介護事業所「京都市洛西ふれあいの里授産園」 

生活介護事業、特定相談支援事業所 
   

（１）総 括  

今年度は、年度初めに２名の新規利用者を受け入れることが出来たが、年度途中で１名 

年度末で１名退所された。退所の理由は施設入所等によるものであり、在宅での暮らしが

困難になってきているご利用者も多く、入所施設やグループホームに結びつける支援を

行っている。今後も生活環境に変化があるご利用者が増えてくることが予想されるため、

退所や通所日数が減る可能性がある。新規利用者については、定員は超えているが作業と

日中活動の両輪と言う当事業所の取り組みが適している方は受け入れる方向で考えてい

る。しかしご利用者 60 名の静かとは言い難い環境であり、クリーニング作業のため夏場

暑く、生活介護施設だが一定の作業従事も必要であることを利用希望者に説明している。 

今年度、実習参加者はあったが、次年度の利用希望はなかった。 

コロナ禍の影響により、通所を控えられる方が数名おられたが、感染が落ち着いていた秋

ごろには 95％を超える稼働率があり、年間利用稼働率は 89.3％（前年度 87.7％）であっ

た。2 月にコロナ感染のため 4 日間休所し、3月にコロナワクチン接種後の副反応で多数

休まれたため２～３月の給付費は減収となった。年間でも障害支援区分の高い入所施設

ご利用者が長期に渡り通所を控えられたため給付費収入は昨年度より減収となった。次

年度は財政的に安定した経営になるため 90％の稼働率を維持したい。 

作業面では昨年度同様にコロナ禍の中であったが、クリーニング・陶芸とも前年度並み

の収入は確保できたので、工賃・諸手当は同様の額をお渡しすることができた。 

陶芸は職員だけで行う大規模な販売会は出店せず、委託販売を増やし、ご利用者ととも

に行なう陶器販売会を行い、チラシでの受注販売など販売方法自体の見直しを行う事に

より収入は増加した。また陶芸教室に関しては、地域貢献の意味合いが強く年間行事に組

み込んでいただいている学校・団体も多く今後も継続していく。 

日中活動については、今年度より少人数のご利用者が落ちついて１日過ごせる場所と

して分室活動を始めた。絵画・創作・クッキング等ご利用者の希望に沿った活動を行って

いる。 

旅行については昨年度同様これまでのような形では行えなかったが、コロナ禍が落ち

ついていた秋に少人数による近場でのレクリエーションを行なった。バーベキューや琵

琶湖ミシガンランチクルーズ、映画村などに出掛けた。 

施設整備については、今年度は緊急性のある床の不具合や作動不良の換気扇交換、電気

設備不良個所の修繕などに留めた。クリーニングの機器類については、劣化のための修繕

が嵩んでおり３月の乾燥機緊急修繕では約６０万円を費用が掛かった。クリーニング２

班暑さ対策のための環境改善工事については、対応策を検討中であり次年度に持ち越す。

また送迎を希望されるご利用者が増えたため、施設備品として新たに普通乗用車１台を

購入した。 

 

 

 

 



（２）職員体制 

   施設長１名  係長（サービス管理責任者）1 名  主任（相談支援専門員）１名   

生活支援員 14 名(内補助職員 7名)  作業補助員 6 名(非常勤職員) 

看護師 1 名(嘱託)  嘱託医 1 名  事務職員１名(補助職員)  ＜常勤換算 18.8 名＞ 

 

（３）利用者の状況（令和４年３月末現在） 

① 入退園状況  定員 60 名 現員 62 名 

 2 年度末 入園 退園 3 年度末 

男性 40 2 0 42 

女性 22 0 2 20 

計 62 2 2 62 

※年間開所日 平日 242 日  祝日・休日販売等 1 日       計 243 日 

     平日述べ利用者数 12,977 人  祝日等延べ利用者数 3 人   計 12,980 人 

② 年齢別人数 

 20 歳

未満 

30 歳

未満 

40 歳

未満 

50 歳

未満 

60 歳

未満 

60 歳

以上 

計 平 均 

男性 2 8 8 9 14 1 42 40.76 

女性 0 2 2 9 4 3 20 47.77 

計 2 10 10 18 18 4 62 43.86 

③ 障害支援区分別人数（全体平均区分 4.82） 

 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

男性 4 7 22 9 42 

女性 2 6 8 4 20 

計 6 13 30 13 62 

④ 行政区別人数 

北 上京 左京 中京 東山 山科 下京 南 右京 西京 洛西 伏見 計 

1 0 0 2 0 0 0 5 11 15 28 0 62 

 

（４）重点方針及び事業内容 取組結果 

ア 生活介護事業所として、新たな事業展開の模索 

【生産活動】 

（ア）クリーニング事業は、昨年度の作業量は維持できた。しかし、スーパー銭湯関連 

の作業は、ご利用者には難しく職員のみで行っている状況であったので、３月をも

って終了する。シーツ類など作業量が増えている班もあるので、クリーニング担当

３班での作業量の調整を行った。また日中活動時間を増やし創作活動等を充実さ

せることで、魅力あふれる絵画作品などが完成しており、今後も生活介護事業所と

して余暇・日中活動とのバランスを考えながら、個々に応じた過ごし方を提供して

いく。 

（イ）陶芸作業は、ネコ皿・茶碗などの定型品制作をはじめ、オブジェや人形などご利 

用者の個性あふれる作品作りにも力を入れた。また、絵画や造形などにも力を入

れ、多種の作品が完成した。陶器以外の作品の購入希望もあり、陶芸班としての活



動の幅が広がった。アート班への名称移行を検討していたが、ご利用者にとり馴染

みがあるため「陶芸班」の名称で続けていく。 

販売については、大きな販売会は今年度も実施されなかったので、委託販売を中

心に行った。新たな委託先（猫猫寺・友愛カフェ等）を増やし、製品も多数配置し

ている。その結果、委託販売は収益が増加した。また、分室のある福西商店街でご

利用者中心に月に一度陶器市を行った。納品業務も作業の一環として捉え、ご利用

者が個々に活躍できる活動を行った。 

（ウ）生産活動に対しては、当園独自の工賃規程に従い作業時間を基本として支給し

た。 

＜令和 3 年度工賃支給状況＞  

工賃支払対象者延べ人数 工賃支払総額 今年度平均工賃額 前年度平均工賃額 

713 人 4,452,810 円  6,245 円 6,530 円 

＜令和 3 年度就労支援事業収入状況＞ 

 2021 年度 2020 年度 差額 

クリーニング事業収入 22,821,863 円  22,017,873 円   803,990 円 

陶芸事業収入  1,014,331 円    768,430 円    245,901 円 

合計 23,836,194 円  22,786,303 円  1,049,891 円 

【日中活動】 

日中活動として、音楽、卓球バレー、ドライブ、園芸、運動、清掃の６グルーブの

活動を提供した。園内の活動では密にならないよう人数の制限や換気に留意しなが

ら実施した。 

【福西分室活動（きみいろ）】 

７月より新たな活動場所として、福西商店街空き店舗２階（通称きみいろ）を借り

て、８人程度での１日を通した活動を始めている。活動内容は絵画・創作・クッキン

グ・音楽（カラオケ）・運動・清掃・陶器市等ご利用者の興味に応じた活動を行って

いる。週に２回ほどの活動であるが、落ち着いて過ごせる場所としてご利用者は楽し

みにされている。 

【作品展等】 

10 月 30 日(土)31 日(日)にかけて、授産園作品展を開催した。例年の開催場所の

ラクセーヌセンターコートがコロナの影響で借りることが出来ず、授産園内で開催

した。館内全体を使い数多くの作品を展示して映像を流し、陶器販売も行った。来場

者からは、ゆっくりと鑑賞することができた。個性あふれる作品に感動した等の感想

をいただいた。とっておきの芸術祭では陶芸の３作品が市長賞、優秀賞、佳作に選ば

れた。また油絵の作品を記念 Tシャツのイラストにしたいという申し出もあり、利用

者の作品に対する評価の高さを感じた。 

【作業班余暇活動】 

コロナ禍の中ではあったが、可能な時期に班ごとの外出なども行った。ランチ外出

については貸し切りにできる場所に限定した。施設内での活動が中心となったが、各

班がハロウィンや節分・クリスマス等、季節感あふれる催しを企画した。また創作活

動の時間を多くとり作品作りを行った。 

 



【行事】 

コロナ禍が落ちついていた 12 月に昨年度は行う事ができなかったご家族も参加の

忘年会を京都エミナースで行った。ボーリング大会などの催しは行わず宴会のみで

あり、アクリル板の設置などこれまでとは違った形ではあったが、全体で８４名の参

加があり、楽しみにされていた方も多く期待の大きさを感じた。年間行事として、メ

ンズフェスティバル（5月）夏まつり（8月）ひな祭り会（3 月：女性会）を行った。

各班でも季節に応じたイベント（お花見・ハロウィン・クリスマス・節分等）を行っ

た。季節ごとの楽しみがあることで、日々の作業意欲向上につながっている。旅行に

ついては、コロナ禍が落ちついていた秋に少人数による近場でのレクリエーション

を行った。バーベキュー・ランチクルーズ・映画村など希望に応じて 5グループに分

かれ出掛けた。今後も宿泊を伴う旅行は実施が難しいと感じており次年度について

も、コロナ禍が落ちついている時期に同じような形でのレクレーションを企画する。 

 

イ 洛西ふれあいの里各施設の整備に向けた京都市との協議 

今年度も京都市との協議の中で大きな進展はなかったが、次年度にふれあいの里

再整備について動きがあることが予測される。 

 

ウ 職員の人権擁護の基本姿勢の徹底 

虐待防止委員会を中心に、人権擁護に関するアンケートを年に２回実施した。 

京都市などがおこなう虐待防止研修には必ず職員を参加させた。また３月に虐待

防止研修報告も兼ねて施設内虐待防止研修を行った。年度末に「見直そうあなたの勤

務態度」チェックシートを実施し職員の意識向上を図った。今後も虐待防止員会を中

心に、継続して取り組みを行うことが重要である。 

 

エ 特定相談支援事業 

今年度相談支援専門員を７名体制にして、業務分担を図りより利用者のニーズに

寄り添えるように心がけた。在宅生活が困難になってきているご利用者が多く、他

事業と連携を取り、ご利用者１名が施設入所、1名がグループホームへ入居され

た。ご家族の高齢化により、暮らしの場を探されている利用者が多い。入所施設の

短期入所利用やグループホーム体験入所などを勧め、暮らしの場の情報提供を心掛

けている。 

＊令和３年度 計画相談 44 名 モニタリング 59 名 

 

オ 延長支援の継続 

延長支援サービス（営業時間外）は、今年度、緊急事態宣言中などは、なるべく利

用を控えていただくようお願いしたため、夕方の利用は昨年並みであったが、朝の利

用が増えたため全体では増加した。朝（８時～８時半）延べ 216 名、夕方（16 時半

～18 時）延べ 21 名 合計 237 名の利用と昨年度の約 108％の利用だった。 

 

カ 年間稼働率 90％以上の維持 

年間稼働率は 89,3％と、前年度 87,7％より上回わり、ほぼ 1 昨年と同じであった。



コロナ禍が落ちついていた 9 月から 12 月は 90％以上の稼働率を維持できたが、1月

以降入所施設ご利用者が通所を控えられたため稼働率は下がった。特に 2月から 3月

にかけては、4 日間のコロナ感染に伴う休所期間やコロナワクチン接種後の副反応・

ご利用者の施設入所などにより大幅な減収となった。年間でも障害支援区分の高い

入所施設ご利用者が長期に渡り通所を控えられたため給付費収入は昨年度より減収

となった。次年度は財政的に安定した経営になるため毎月 90％の稼働率を維持した

い。 

 

（５）情報 

ア 月間予定、園情報等を掲載した『昇陽』（利用者・家族向け）を年間 12 回発行 

イ 防災の取り組みとして、避難訓練（消防署立会）を更生園と合同で行った。また

1 月に支援学校や近隣福祉施設で構成している「ふれあいの里消防互助会」が同じ

日に地震想定の避難訓練を行い、訓練後各自の様子や問題点を共有した。コロナ禍

の中なので、集合しての合同訓練は行えなかったが、機会があれば互助会が共同で

福祉避難所開設訓練を行ないたい。 

 

（６）育成 

実習生は京都保育福祉専門学院の保育士実習(１名)の他、西総合支援学校(2 名)の実

習を受け入れた。 

 

（７）地域との交流・連携の状況 

ア 定例陶芸教室・夏休み陶芸教室・出張陶芸教室の開催 

新たな取り組みとして、法人事業所内のご利用者を対象とした「秋の陶芸教室」

を行った。 

イ 桂坂自治連合会等行事（防災訓練、夏まつり等）は今年度も実施されなかった。 

クリーンデイは 5 月,11 月にふれあいの里独自で行った。 

ウ 洛西ふれあいの里秋まつりは、今年度中止した。次年度については桂坂連合自治

会と共同で秋にイベントが行えないか検討していく。 

エ ふれあいの里施設等協力会としての活動は今年度も自粛した。 

 

（８）施設設備の状況（修繕、備品等購入含む） 

ア 換気扇交換 ３台 

イ トイレ前床改修工事 

ウ 送迎用乗用車購入 

エ クリーニング機器修繕 

 

 

 

 

 

 




















